
（1） 第664号 2022年１月１日（毎月１日発行）

〒892-0841
鹿児島市照国町13-42
   カトリック鹿児島司教区
   電話099（226）5100
   振込口座 02030-2-8359
   編集発行　教区広報部
   1部60円年間〒共1100円

道　標

鹿
児
島
教
区
と
し
て
、
ザ
ビ
エ

ル
さ
ま
の
聖
徳
、
す
な
わ
ち

「
聖
人
と
し
て
の
証
」
に
つ
い

て
ご
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

ま
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が

聖
人
を
尊
ぶ
理
由
は
、
洗
礼
を

受
け
た
時
に
い
た
だ
い
た
聖
人

の
聖
徳
に
倣
っ
て
、
信
仰
の
旅

路
を
歩
む
た
め
で
す
。
 

ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
は
、
１
３
７

本
の
書
簡
を
残
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
読
ん
で
感
じ
取
れ
る

「
聖
人
の
証
」
な
る
も
の
を
私

な
り
に
取
り
上
げ
、
皆
さ
ま
と

分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

①
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
（
対

象
を
限
定
し
な
い
）
に
対
し

て
、
慈
愛
深
い
神
の
愛
を
示

し
、
神
を
知

り
、
愛
す
る
よ

う
に
仕
向
け

る
。
 

②
上
記
の
目
的

の
遂
行
の
た
め

に
は
徹
底
的
な

自
己
浄
化
と
謙

遜
を
身
に
着
け

る
。
当
時
の
言

葉
遣
い
に
よ
れ

ば
、
い
わ
ゆ
る

「
霊
的
な
武

装
」
を
す
る
、
と
な
る
。
 

③
貧
し
い
人
や
病
人
を
助
け

る
。
と
同
時
に
、
彼
ら
に
祈

り
を
教
え
て
彼
ら
同
士
で
助

け
合
う
よ
う
に
促
す
。
 

④
異
な
る
宗
教
の
人
々
と
胸
襟

を
開
い
て
交
わ
り
、
真
摯
な

態
度
で
対
話
を
す
る
。
 

⑤
す
べ
て
の
事
柄
を
、
イ
エ
ズ

ス
会
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

「
よ
り
大
い
な
る
神
の
栄
光

の
た
め
」
に
果
た
す
。
 

ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
の
以
上
の
諸

徳
を
明
確
に
し
た
後
、
鹿
児
島

上
陸
当
時
の
い
き
さ
つ
を
考
察

す
る
時
、
点
が
線
と
な
っ
て
繋

が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
 

①
人
を
殺
め
た
た
め
良
心
の
呵

責
に
苦
し
ん
で
い
た
罪
人
ヤ

ジ
ロ
ー
が
い
た
。
 

②
彼
の
相
談
役
と
な
っ
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
船
の
船
長
ア
ル
ヴ
ァ

ノ
・
ヴ
ァ
ス
が
い
た
。
 

③
ヴ
ァ
ス
船
長
は
ザ
ビ
エ
ル
さ

ま
を
高
徳
の
司
祭
で
あ
る
と

尊
敬
し
て
い
た
の
で
、
ヤ
ジ

ロ
ー
に
彼
に
会
っ
て
話
を
す

れ
ば
問
題
を
解
決
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
と
話
し
、
当
時
マ

ラ
ッ
カ
に
い
た
ザ
ビ
エ
ル
さ

ま
に
会
う
手
筈
を
整
え
た
。
 

④
ヴ
ァ
ス
船
長
は
マ
ラ
ッ
カ
へ

の
航
海
中
、
ヤ
ジ
ロ
ー
に
キ

リ
ス
ト
教
を
紹
介
し
た
の

で
、
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

神
は
「
ゆ
る
す
神
」
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
洗
礼
を
受
け

る
希
望
を
持
っ
た
。
 

⑤
マ
ラ
ッ
カ
で
の
ザ
ビ
エ
ル
さ

ま
と
ヤ
ジ
ロ
ー
の
会
見
は
、

初
対
面
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
は

す
で
に
、
ヴ
ァ
ス
船
長
か
ら

ヤ
ジ
ロ
ー
の
身
の
上
話
は
聞

い
て
い
た
の
で
、
彼
を
ゴ
ア

に
あ
る
聖
パ
ウ
ロ
学
院
に
送

り
、
約
１
年
間
教
理
を
勉
強

さ
せ
た
あ
と
、
洗
礼
を
授
け

る
。
洗
礼
名
は
「
信
仰
の
パ

ウ
ロ
」
。
 

⑥
鹿
児
島
上
陸
後
、
薩
摩
領
主

島
津
貴
久
と
会
見
し
、
宣
教

の
許
可
を
得
る
。
こ
こ
に
、

ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
の
異
国
で
の

治
者
に
対
す
る
礼
儀
を
重
ん

じ
る
態
度
が
見
ら
れ
る
。
 

⑦
禅
宗
の
僧
侶
「
忍
室
」
と
宗

教
談
義
を
交
わ
す
。
今
日
で

は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る

「
諸
宗
教
対
話
」
の
は
じ

め
、
と
言
え
る
。
 

⑧
鹿
児
島
を
離
れ
る
際
、
ベ
ル

ナ
ル
ド
と
称
す
る
少
年
を
同

伴
す
る
。
理
由
は
、
日
本
人

教
区
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

さ
て
、
今
年
は
ザ
ビ
エ
ル
さ

ま
の
列
聖
４
０
０
周
年
に
当
た

り
ま
す
。
列
聖
式
は
、
１
６
２

２
年
３
月
12
日
で
し
た
。
 

ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
が
１
５
４
９

年
に
鹿
児
島
に
上
陸
し
て
キ
リ

ス
ト
教
を
伝
え
た
事
は
日
本
で

は
多
く
の
人
々
に
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ザ
ビ
エ
ル
さ

ま
が
伝
え
た
か
っ
た
事
、
ま
た

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
伝

わ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
、
日
本
で
初
め
て
、

ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
を
迎
え
入
れ
た

に
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
る
た

め
に
は
、
日
本
人
自
身
が
、

西
欧
の
世
界
を
体
験
し
、
そ

れ
を
同
国
人
に
伝
え
た
方
が

効
果
的
で
あ
る
と
の
考
え
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後

日
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
で
日
本
人
初
の
イ
エ
ズ

ス
会
修
道
士
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
の
宣

教
方
針
は
、
今
日
で
い
う
な

ら
、
い
わ
ゆ
る
「
文
化
内
開

花
」
（
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
と
言
え
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
日
本
の

教
会
の
信
者
数
は
江
戸
幕
府
に

よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
発
布

当
時
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
何
故
、
日
本

で
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
増
え
な

い
の
か
、
外
国
の
方
は
、
よ
く

こ
の
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
す
。

か
つ
て
、
ザ
ビ
エ
ル
さ
ま

は
、
受
洗
し
た
ヤ
ジ
ロ
ー
に
尋

ね
ま
し
た
。

「
あ
な
た
は
キ
リ
ス
ト
教
の

何
が
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
受

洗
し
た
の
か
？
」
と
。

ヤ
ジ
ロ
ー
は
答
え
て
い
ま

す
。「

聖
体
と
告
解
（
ゆ
る
し
の

秘
跡
）
で
す
。
」
と
。

ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
は
さ
ら
に
問

い
ま
し
た
。

「
日
本
人
は
キ
リ
ス
ト
教
を

受
け
入
れ
る
だ
ろ
う
か
？
」

と
。ヤ

ジ
ロ
ー
は
答
え
て
い
ま

す
。「

あ
な
た
の
言
っ
て
い
る
こ

と
と
行
う
こ
と
が
一
致
し
て
い

れ
ば
受
け
入
れ
ま
す
。
何
故
な

ら
日
本
人
は
理
性
的
だ
か
ら
で

す
」
と
。
 

日
本
宣
教
の
保
護
者
で
あ
る

ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
の
執
り
成
し

で
、
日
本
に
お
け
る
福
音
宣
教

が
前
進
で
き
る
よ
う
に
祈
る
１

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
 

年頭の辞

教
区
長

中
野
裕
明

名
誉
司
教

郡
山
健
次
郎

司
教
総
代
理

泉
　
浩
二

鹿
児
島
地
区

Ｐ
・
ア
ン
（
姶
良
教
会
）
、
郡
山
健
次
郎

（
指
宿
教
会
）
、
鄭
法
鍾
（
加
世
田
教
会
）
、
泉
浩

二
、
霧
島
彬
（
鴨
池
教
会
）
、
小
隈
憲
士
、
李
秉
德

（
ザ
ビ
エ
ル
教
会
）
、
頭
島
 光
（
谷
山
教
会
）
、
朴

鎭
亮
（
種
子
島
教
会
）
、
李
秉
德
（
玉
里
教
会
）
、
山

口
好
信
（
紫
原
教
会
）
、
栃
尾
泰
英
（
吉
野
教
会
）
、

Ｏ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
（
鹿
屋
教
会
）
、
泉
浩
二
、

霧
島
彬
（
垂
水
教
会
）
、
Ｊ
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
（
国
分

教
会
）
、
寝
占
敦
之
（
志
布
志
教
会
）
、
Ｇ
・
テ
ィ
エ

ン
（
溝
辺
教
会
）
、
鄭
成
淙
（
阿
久
根
教
会
）
、
鄭
成

淙
（
出
水
教
会
）
、
Ｊ
・
ハ
ン
マ
（
入
来
教
会
）
、
橋

口
啓
悟
（
大
口
教
会
）
、
Ｔ
・
メ
ニ
ッ
ヒ
（
川
内
教

会
）

大
島
地
区

内
野
洋
平
（
大
笠
利
教
会
）
、
松
永
正
男
、

久
保
芳
一
（
古
仁
屋
教
会
）
、
朴
昶
奎
（
小
宿
教
会
）
、

Ｊ
・
タ
ム
（
大
熊
教
会
）
、
宋
診
旭
（
瀬
留
教
会
）
、
鈴

木
康
由
（
聖
心
教
会
）
、
松
永
正
男
、
久
保
芳
一
（
古
田

町
教
会
）
、
福
崎
英
雄
、
Ｗ
・
ボ
ス
コ
（
母
間
教
会
）
、

福
崎
英
雄
、
Ｗ
・
ボ
ス
コ
（
和
泊
教
会
）

教
区
本
部

中
野
裕
明
、
小
川
靖
忠
、
丸
野
六
雄
、
末
吉

卓
也

司
教
館

永
山
幸
弘

そ
の
他

貴
島
丈
弥
（
留
学
）
、
田
原
　
章
、
坂
本
　
進

（
以
上
、
引
退
）

終
身
助
祭

桃
薗
淳
一
郎
（
鴨
池
教
会
）
、
久
保
俊
弘

（
谷
山
教
会
）
、
川
口
　
茂
（
加
世
田
教
会
）
、
石
神

秀
人
（
阿
久
根
教
会
）
、
四
條
淳
也
（
喜
界
島
教

会
）
、
小
島
芳
武
（
川
内
教
会
）
、
池
上
聖
行
、
池
上

利
男
、
重
久
知
司
（
以
上
、
徳
之
島
地
区
）

司
祭
評
議
会

中
野
裕
明
（
会
長
）
、
泉
　
浩
二
（
副
会
長
）
、
末
吉

卓
也
（
書
記
長
）
、
内
野
洋
平
（
奄
美
地
区
長
・
コ
ン

ベ
ン
ツ
ア
ル
会
）
、
頭
島
 光
、
福
崎
英
雄
（
レ
デ
ン

プ
ト
ー
ル
会
）
、
Ｊ
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
（
ザ
ベ
リ
オ
宣

教
会
）
、
栃
尾
泰
英
、
Ｏ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
、
鈴

木
康
由
（
教
区
司
祭
）

教
区
顧
問

小
川
靖
忠
、
頭
島
 光
、
小
隈
憲
士
、
泉
　
浩
二
、

Ｏ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
、
内
野
洋
平

責
任
役
員
会

中
野
裕
明
（
代
表
役
員
）
、
永
山
幸
弘
、
小
川
靖
忠
、

小
隈
憲
士
、
泉
　
浩
二

2022年 A HAPPY NEW YEAR 新年のお慶びを申し上げます

鹿
児
島
教
区
の
司
祭
・
助
祭
（
敬
称
略
）

ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
の
聖
徳
に
学
ぶ

︱
列
聖
４
０
０
周
年
を
記
念
し
て
︱

鹿
児
島
教
区
司
教
　
　
　
　

中

野

裕

明
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ま
を
招
き
ま
す
。こ
の
時
、進
行
係

は
始
め
の
祈
り
を
す
る
人
を
指
名

し
な
い
で
、
誰
で
も
自
発
的
に
祈

り
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

導
き
ま
す
。ま
た
、進
行
係
も
祈
り

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

の
時
期
は
真
ん
中
く
ら
い
に
す
る

の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
祈
り
の
内

容
は
、
愛
す
る
人
と
こ
と
ば
を
交

わ
す
よ
う
に
温
か
く
簡
単
な
も
の

に
し
ま
す
。

＊
始
め
の
祈
り
の
例
文

・
神
よ
、
私
た
ち
と
と
も
に
い
て

く
だ
さ
い
。

・
私
た
ち
は
復
活
さ
れ
た
キ
リ
ス

ト
が
私
た
ち
と
と
も
に
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

・
愛
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
、
こ
の
集

い
の
主
人
は
あ
な
た
で
す
。

・
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
、
こ
こ
に

来
て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
を
導

い
て
く
だ
さ
い
。

・
神
よ
、
こ
の
席
に
お
い
で
く
だ

さ
り
、
私
た
ち
の
心
を
愛
で
満

た
し
て
く
だ
さ
い
。

❷「
Ａ
・
私
た
ち
の
身
の
周
り

の
こ
と
か
ら
」
の
段
階

①
写
真
（
ま
た
は
文
）
は
、
私

た
ち
の
身
の
周
り
の
現
実
を
表
わ

し
て
い
て
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
問
題
意
識
を
持
た
せ
ま

す
。②

次
に
こ
の
写
真
ま
た
は
文

か
ら
感
じ
た
こ
と
を
分
か
ち
合
い

ま
す
。そ
の
際
、い
ろ
い
ろ
な
質
問

と
対
話
は
、
私
た
ち
の
現
実
を
振

り
返
っ
て
み
て
問
題
意
識
を
持
つ

よ
う
に
助
け
て
く
れ
ま
す
。

③
進
行
係
は
参
加
者
た
ち
が

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
励
ま
し
、手
伝
い
ま
す
。

進
行
係
も
参
加
者（
入
門
者
）と
対

等
の
立
場
で
対
話
に
参
加
し
ま
す

が
、
対
話
を
主
導
し
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

④
対
話
の
雰
囲
気
が
知
的
な

討
論
に
流
れ
な
い
よ
う
導
き
、
キ

リ
ス
ト
が
と
も
に
お
ら
れ
る
と
い

う
霊
的
な
雰
囲
気
が
維
持
さ
れ
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。

⑤
対
話
は
、
ま
ず
近
く
の
二
人

が
対
話
を
し
て
か
ら
（
今
後
こ
の

二
人
の
対
話
を「
一
組
対
話
」と
呼

ぶ
こ
と
に
し
ま
す
）
そ
の
内
容
を

全
体
で
も
う
一
度
分
か
ち
合
い
ま

す
。（
人
数
が
多
い
と
き
な
ど
に
こ

の
方
法
を
使
う
よ
う
に
し
ま
す
）

⑥
こ
の
段
階
で
は
自
由
な
対

話
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
よ
い

の
で
す
が
、
時
に
テ
ー
マ
か
ら
離

れ
て
い
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。そ
の
よ
う
な
時
、幾
つ
か
の
意

見
を
巡
っ
て
さ
ら
に
対
話
を
す
す

め
る
段
階
（
〇
、
×
、
△
、
？
、
の

し
る
し
を
付
け
る
と
こ
ろ
）
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
課

で
学
ぶ
テ
ー
マ
に
少
し
で
も
戻

り
、
テ
ー
マ
か
ら
離
れ
な
い
よ
う

意
識
づ
け
る
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
で

す
。❸

「
Ｂ
・
神
さ
ま
の
こ
と
ば
」

の
段
階

①
キ
リ
ス
ト
は
み
こ
と
ば
を

通
し
て
私
た
ち
の
所
に
お
い
で
く

だ
さ
り
、
私
た
ち
と
と
も
に
お
ら

れ
ま
す
。
従
っ
て
聖
書
の
み
こ
と

ば
は
キ
リ
ス
ト
の
現
存
を
現
わ
す

「
秘
跡
的
し
る
し
（
準
秘
跡
）」
で

す
。②

聖
書
は
私
た
ち
の
人
生
を

映
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
鏡
で

す
。③

聖
書
は
参
加
者
た
ち
が
誰

で
も
朗
読
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。④

聖
書
の
み
こ
と
ば
を
読
ん

だ
後
、
心
に
触
れ
た
み
こ
と
ば
を

分
か
ち
合
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、な

ぜ
こ
の
み
こ
と
ば
が
心
に
触
れ
た

の
か
自
分
の
信
仰
体
験
に
つ
い
て

前
回
は
新
し
い
要
理
「
と
も
に

こ
の
道
を
」
と
は
ど
ん
な
も
の
か

と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
て
き
ま
し

た
が
、今
回
は
、こ
の
要
理
の
具
体

的
な
進
め
方
と
注
意
点
に
つ
い
て

説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
聖
書
利
用
の
位
置
づ
け

新
し
い
学
び
合
い
『
と
も
に
こ

の
道
を
』で
は
、聖
書
を
通
し
て
神

の
現
存
に
触
れ
、
神
さ
ま
の
こ
と

ば
に
照
ら
し
て
自
分
の
生
活
を
見

つ
め
、
信
仰
と
生
活
の
一
致
を
図

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

聖
書
か
ら
知
識
と
し
て
の
解
答
を

得
よ
う
と
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

神
さ
ま
の
み
こ
と
ば
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
祈
る
と
い
う
方
法
で
聖
書

を
使
い
ま
す
。
で
す
か
ら
聖
書
に

つ
い
て
研
究
し
、
知
識
を
積
ん
で

い
く
聖
書
研
究
と
違
い
、
私
た
ち

の
中
に
生
き
て
お
ら
れ
る
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
と
直
接
出
会
う
と

い
う
方
法
で
聖
書
を
読
ん
で
い
き

ま
す
。

２
．
進
行
係
の
役
割

入
門
者
共
同
体
（
ま
た
は
、
班

共
同
体
）
に
属
す
る
人
な
ら
誰
も

が
進
行
係
に
な
れ
ま
す
。
進
行
係

は
、
入
門
者
共
同
体
が
こ
の
学
び

合
い
を
う
ま
く
運
ん
で
導
い
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
助
け
を

与
え
る
人
で
あ
っ
て
、
学
び
合
い

の
中
で
知
識
を
教
え
る
人
で
は
な

く
、
入
門
者
共
同
体
と
と
も
に
信

仰
の
旅
を
歩
み
な
が
ら
彼
ら
を
激

励
し
、
入
門
者
共
同
体
に
活
気
を

与
え
る
人
で
す
。

３
．
進
行
方
法

⑴
進
行
係
が
行
う
こ
と

①
集
い
の
参
加
者
た
ち
を
歓

迎
し
ま
す
。

②
進
行
係
は
参
加
者
た
ち
に

始
め
の
祈
り
（
神
さ
ま
を
招
く
祈

り
）
を
す
る
よ
う
に
う
な
が
し
て

か
ら
、テ
キ
ス
ト
の「
Ａ
・
私
た
ち

の
身
の
周
り
の
こ
と
か
ら
」、

「
Ｂ
・
神
さ
ま
の
こ
と
ば
」を
読
ん

で
下
さ
る
よ
う
に
依
頼
し
ま
す
。

③
進
行
係
は
参
加
者
に
こ
の

テ
キ
ス
ト
に
書
か
れ
て
い
る
質
問

を
行
い
ま
す
。
参
加
者
た
ち
が
質

問
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
、
繰
り
返
し
ま
す
。

④
進
行
係
は
、
な
る
べ
く
た
く

さ
ん
の
人
々
が
自
分
の
意
見
を
言

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
励
ま
し

ま
す
。
特
に
慣
れ
て
い
な
い
人
々

も
意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
配
慮
し
ま
す
。

⑤
進
行
係
は
、
第
一
の
段
階
か

ら
次
の
段
階
に
移
っ
て
い
く
場
合

に
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
次
の
段

階
に
移
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
を
、

全
体
の
雰
囲
気
か
ら
判
断
し
、
準

備
し
ま
す
。

⑥
参
加
者
が
質
問
を
し
た
と

き
は
、
進
行
係
が
自
分
で
答
え
な

い
で
「
こ
の
質
問
に
つ
い
て
皆
さ

ん
は
ど
う
考
え
ま
す
か
」、「
こ
の

質
問
に
つ
い
て
答
え
ら
れ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」と
、他
の

人
に
答
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ま

す
。⑵

進
行
係
が
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
で
知
っ
て
お
く
べ
き
事
項

❶
始
め
の
祈
り（
招
き
の
祈
り
）

短
い
「
自
由
な
祈
り
」
で
神
さ

分
か
ち
合
い
ま
す
。

⑤
聖
書
の
み
こ
と
ば
と
一
緒

に
提
示
さ
れ
た
絵
は
、
聖
書
の
内

容
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。
聖
書

の
み
こ
と
ば
と
関
連
し
た
聖
書
の

絵
を
見
な
が
ら
質
問
に
対
す
る
答

え
を
交
わ
し
ま
す
。

❹
「
参
考
聖
書
」

提
示
さ
れ
た
聖
書
の
箇
所
を

個
人
的
に
あ
る
い
は
共
同
体
で
一

緒
に
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❺
「
Ｃ
・
さ
ら
に
も
う
一
歩
」

の
段
階

①
福
音
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

現
実
を
眺
め
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
生
活（
行
動
）す
る
か
を
決
め

る
段
階
で
す
。

②
参
加
者
た
ち
が
神
さ
ま
の

み
こ
と
ば
に
よ
り
変
え
ら
れ
た
人

生
を
生
き
よ
う
と
努
力
し
、
そ
の

体
験
を
お
互
い
に
分
か
ち
合
う

時
、
お
互
い
の
信
仰
は
よ
り
豊
か

に
な
る
で
し
ょ
う
。

③
集
い
を
終
わ
る
祈
り
（
感
謝

の
祈
り
）：
自
由
な
祈
り
で
集
い

を
終
わ
り
ま
す
。
入
門
者
コ
ー
ス

の
場
合
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
従
っ

て
祈
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
成

人
信
徒
の
生
涯
養
成
の
場
合
は
、

参
加
者
全
員
が
共
同
祈
願
的
な
感

謝
の
祈
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の

祈
り
は
、
私
た
ち
の
集
い
の
真
ん

中
に
お
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
に
向
か

っ
て
心
か
ら
の
感
謝
と
お
願
い
を

す
る
も
の
で
す
。
参
加
者
は
「
主

よ
、
私
た
ち
の
祈
り
を
聞
い
て
く

だ
さ
い
。」
と
応
答
し
ま
す
。
こ
の

時
も
、
進
行
係
は
最
初
と
か
最
後

で
は
な
く
て
参
加
者
の
真
ん
中
あ

た
り
で
祈
る
よ
う
に
し
ま
す
。

次
の
「
覚
え
ま
し
ょ
う
」
を
す

る
場
合
は
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
か

ら
集
い
を
終
わ
る
祈
り
を
行
う
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

❻
「
覚
え
ま
し
ょ
う
」
の
段
階

こ
の
項
に
は
信
仰
生
活
を
し

な
が
ら
入
門
者
た
ち
が
覚
え
て
お

く
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
従
来
の
問
答
形
式
の
要
理
と

同
じ
で
す
。
進
行
係
が
質
問
を
読

み
、
他
の
人
が
答
え
の
と
こ
ろ
を

読
み
ま
す
。
進
行
係
は
簡
単
な
説

明
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
進

行
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
理
解
で
き
な
い
部
分
が
あ

り
ま
す
か
。

②
こ
の
文
は
今
日
の
分
か
ち

合
い
の
整
理
の
た
め
に
役
に
立
ち

ま
す
か
。

⑶
進
行
係
の
た
め
の
メ
モ

こ
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
ち
合
い

を
進
め
て
そ
の
課
の
学
び
を
終
え

る
に
あ
た
り
、
何
ら
か
の
ま
と
め

を
し
た
い
時
、
あ
る
い
は
そ
の
課

の
テ
ー
マ
を
適
切
に
捉
え
た
か
確

認
し
た
い
と
き
、
参
考
に
し
て
ほ

し
い
ポ
イ
ン
ト
を
記
し
て
い
ま

す
。進
行
係
は
、こ
の
項
目
を
あ
ら

か
じ
め
読
ん
で
お
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

４
．
グ
ル
ー
プ
の
自
己
評
価

当
日
の
課
程
が
終
わ
っ
た
ら
、

以
下
の
順
序
に
従
っ
て
自
己
評
価

を
し
ま
す
。
自
己
評
価
は
進
行
方

法
を
改
善
す
る
の
に
役
立
ち
ま

す
。①

進
行
す
る
間
、
霊
的
な
雰
囲

気
が
保
た
れ
ま
し
た
か
。

②
進
行
係
の
導
く
方
法
は
ど

う
で
し
た
か
。

・
進
行
係
の
使
っ
た
方
法
の
中
で

良
か
っ
た
も
の
は
何
で
し
た

か
。

・
参
加
者
た
ち
を
大
人
と
し
て
接

し
ま
し
た
か
。
逆
に
子
ど
も
を

教
え
る
教
師
の
よ
う
に
行
い

ま
し
た
か
。

・
早
く
進
行
し
過
ぎ
た
り
、
逆
に

ゆ
っ
く
り
し
過
ぎ
た
り
し
ま

せ
ん
で
し
た
か
。

・
テ
キ
ス
ト
に
忠
実
に
従
っ
て
す

す
め
ま
し
た
か
。
逆
に
自
分
の

解
説
や
説
明
を
必
要
以
上
に

付
け
加
え
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

・
進
行
係
が
話
し
過
ぎ
て「
支
配
」

的
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

・
進
行
係
は
す
べ
て
の
人
が
積
極

的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
配

慮
し
ま
し
た
か
。

③
参
加
者
た
ち
は
、
ど
の
よ
う

に
参
加
し
ま
し
た
か
。

・
あ
る
人
が
あ
ま
り
長
く
、
ま
た

し
ば
し
ば
発
言
し
て
、
ほ
か
の

人
々
の
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス

を
奪
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

・
討
議
す
る
時
、
お
互
い
の
こ
と

ば
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
か
。

④
集
い
を
邪
魔
す
る
要
素
（
雑

音
や
室
温
な
ど
）
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
、
な
ど
。

新
し
い
要
理
 　
と
も
に
こ
の
道
を
（
２
）

要
理
の
具
体
的
な
進
め
方
と
注
意
点

教
区
シ
ノ
ド
ス
推
進
会
事
務
局

長

野

宏

樹

聖書研究＝神について研究

聖書の分かち合い＝キリストにふれる
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プ
設
置
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立

ち
上
げ
な
ど
六
つ
を
記
念
事
業

に
掲
げ
実
施
し
て
き
た
。

中
野
司
教
と
山
口
神
父
に
よ

っ
て
さ
さ
げ
ら
れ
た
こ
の
日
の

ミ
サ
の
中
で
は
、
堅
信
の
儀
も

あ
り
、
３
人
が
そ
の
恵
み
に
浴

す
る
な
ど
、
記
念
の
ミ
サ
は
喜

び
に
満
た
さ
れ
た
。

紫
原
教
会
（
主
任
司
祭
・
山

口
好
信
神
父
）
で
は
11
月
28
日

（
日
）
中
野
裕
明
司
教
を
迎

え
、
献
堂
50
周
年
記
念
ミ
サ
を

さ
さ
げ
た
。

紫
原
に
教
会
が
で
き
た
の
は

１
９
７
１
年
７
月
の
こ
と
。
そ

れ
ま
で
鴨
池
教
会
の
管
轄
だ
っ

た
紫
原
１
〜
７
丁
目
、
日
の
出

町
、
南
新
町
に
住
む
信
者
た
ち

の
こ
と
を
配
慮
し
て
同
年
４
月

か
ら
建
設
が
始
め
ら
れ
て
の
こ

と
だ
っ
た
。
献
堂
式
は
８
月
８

日
（
土
）
で
、
初
代
主
任
司
祭

と
し
て
永
島
泰
蔵
神
父
（
１
９

１
９
〜
２
０
０
２
年
）
が
着
任

し
た
。
そ
れ
か
ら
50
年
、
教
会

は
隣
接
す
る
カ
リ
タ
ス
幼
稚
園

と
と
も
に
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
紫
原
教
会
の
献
堂
50
年

の
記
念
ミ
サ
は
、
８
月
に
さ
さ

げ
ら
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
全

国
的
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
が
多
い
時
期
だ
っ
た
た
め
、

11
月
に
延
期
し
て
こ
の
日
の
実

施
と
な
っ
た
。

献
堂
か
ら
50
年
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、
紫
原
教
会
で
は
外

壁
塗
装
や
車
椅
子
用
の
ス
ロ
ー

１
日
（
土
）
神
の
母
聖
マ
リ
ア

▼
世
界
平
和
の
日

２
日
（
日
）
主
の
公
現

５
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

９
日
（
日
）
主
の
洗
礼

11
日
（
火
）
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
10
時

12
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

16
日
（
日
）
年
間
第
２
主
日

17
日
（
月
）
司
祭
大
会
・
カ
テ
ド
ラ
ル
・
〜
20
日

18
日
（
火
）
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
禱
週
間
・
〜
25
日

22
日
（
土
）
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
青
年
会
・
鴨
池
教
会
・
18
時
30
分

23
日
（
日
）
年
間
第
３
主
日
（
神
の
こ
と
ば
の
主
日
）

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
及
び
共
に
こ
の
道
・
教
区
本
部
・
14
時

25
日
（
火
）
聖
パ
ウ
ロ
の
回
心

30
日
（
日
）
年
間
第
４
主
日

▼
世
界
こ
ど
も
助
け
合
い
の
日
（
献
金
）

〔
司
教
日
程
〕
１
日
カ
テ
ド
ラ
ル
元
日
ミ
サ
、
５
日
中
野
ア
カ
デ
ミ

ー
、
12
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
17
〜
20
日
司
祭
大
会
、
21
日
大
口
明

光
学
園

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】
教
　
　
皇

人
類
の
真
の
友
愛

日
本
の
教
会
　
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る

奉
献
生
活
者
の
た
め
の
ミ
サ

日
　
時
：
２
月
５
日
（
土
）
14
時
　
場
　
所
：
ザ
ビ
エ
ル
教
会

司
　
式
：
中
野
裕
明
司
教
、
小
隈
憲
士
神
父

当
日
は
「
日
本
26
聖
人
殉
教
者
の
祝
日
」
に
当
た
り
ま
す
か
ら
、

殉
教
者
の
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。
奉
献
生
活
の
恵
み
の
感
謝
と

新
し
い
召
命
の
恵
み
を
願
う
祈
り
を
殉
教
者
の
取
り
次
ぎ
を
願
い
な

が
ら
お
さ
さ
げ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ミ
サ
後
は
、
修
道
女
に
小
隈
神
父
様
が
お
話
を
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
様
、
心
を
合
わ
せ
て
お
祈
り
く

だ
さ
い
。
             

鹿
児
島
教
区
修
道
女
連
盟

▼
堂
園
み
つ
子
修
道
女

純
心
聖
母
会
の
堂
園
み
つ
子

修
道
女
（
い
ち
き
串
木
野
市
出

身
）
が
11
月
15
日
（
月
）
、
入

院
先
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院

（
長
崎
市
）
で
帰
天
し
た
。
69

み
の
す
べ
て
を
人
間
は
受
け
入

れ
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
謳

わ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
は
神
様
の
愛
の
ほ
ん
の

一
部
を
理
解
し
、
そ
れ
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で

す
。
で
あ
れ
ば
今
の
自
分
に
と

っ
て「
良
い
方
」を
選
び
取
ろ
う

と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
が
「
マ
リ
ア
は
良
い

方
を
選
ん
だ
」
と
表
現
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
（
ル
カ
10
・

と
言
え
ま
す
。
そ
れ
が
イ
エ
ス

様
の
言
わ
れ
る
「
良
い
方
」
の

「
良
い
」
な
の
で
す
（
10
・
42
）。

こ
の
言
葉
は
原
語
で
は
他
に

「
幸
福
な
」と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。

つ
ま
り
イ
エ
ス
様
は
御
自
分

に
対
す
る
こ
た
え
方
に
違
い
が

あ
る
こ
と
を
マ
ル
タ
に
教
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
こ
た
え
が
真
の
幸

福
に
繋
が
る
こ
と
を
諭
し
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
神
様
に
向
け
て
人
に

は
こ
た
え
方
の
違
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
は
正
誤
も
優
劣
は

な
い
の
で
す
。

42b
）。
 

こ
の「
選
ん
だ
」と
い
う
言
葉

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
旧
約

聖
書
の
伝
統
に
基
づ
け
ば
神
様

が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
選
び
、

彼
等
に
御
自
分
を
現
わ
さ
れ
ま

し
た（
創
世
記
18
・
19
、出
エ
ジ

プ
ト
記
33
・
12
、17
、列
王
記
上

11
・
13
、
32
、
36
等
）。
と
い
う

こ
と
は
神
の
啓
示
を
受
け
た
民

は
そ
の
神
様
の
選
び
に
自
分
が

で
き
る
範
囲
で
こ
た
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

で
あ
れ
ば
マ
ル
タ
も
マ
リ
ア

も
神
の
独
り
子
で
あ
る
イ
エ
ス

様
に
対
し
て
今
の
自
分
が
為
し

得
る
最
善
の
こ
た
え
方
を
し
た

以
前
も
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
の

話
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が

（
２
０
１
２
年
１
月
号
）、
今
回

は
違
う
観
点
か
ら
読
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

イ
エ
ス
様
は
マ
ル
タ
に
「
必

要
な
こ
と
は
た
だ
一
つ
だ
け
で

あ
る
」と
言
わ
れ
ま
し
た（
ル
カ

10
・
42a
）。
こ
こ
で
「
一
つ
」
と

訳
さ
れ
た
言
葉
は
原
語
で
は
数

詞
の
属
格
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
「
必
要
は
一
人
の
も
の

で
あ
る
」と
も
訳
せ
ま
す
。つ
ま

り
何
が
必
要
な
の
か
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
 

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
で

き
る
か
と
言
え
ば
、続
く「
良
い

方
」
の
「
方
」
と
訳
さ
れ
た
言
葉

に
そ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
原
語
で
は
「
相

続
分
」や「
分
配
・
配
布
さ
れ
る

も
の
」、
こ
の
他
に
「
部
分
・
全

体
の
一
部
」を
意
味
し
ま
す
。ま

た
こ
の
言
葉
は
詩
編
の
二
つ
の

個
所
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す

（
詩
編
16
・
５
、１
１
９
・
57
）。

そ
こ
で
は
主
な
る
神
の
偉
大

さ
、良
さ
、そ
し
て
憐
れ
み
と
恵

マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
の
選
択

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
》
㊻

会

と

催

し

１
月

献
堂
50
周
年
を
祝
う

カ
ト
リ
ッ
ク
紫
原
教
会

え
ら
れ
、
長
崎
を
経
て
江
戸
の

キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
幽
閉
さ
れ

た
。
そ
の
間
、
シ
ド
ッ
チ
神
父

の
尋
問
に
当
た
っ
た
新
井
白
石

は
シ
ド
ッ
チ
神
父
と
の
交
流
か

ら
「
西
洋
紀
聞
」
を
著
し
、
こ

れ
が
後
の
鎖
国
政
策
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
シ
ド
ッ
チ
神
父
は
、
幽
閉

中
に
、
身
の
回
り
の
世
話
を
し

た
長
助
、
は
る
の
夫
婦
に
洗
礼

を
授
け
た
咎
で
１
７
１
４
年
11

月
７
日
、
獄
死
し
た
。

屋
久
島
で
シ
ド
ッ
チ
神
父
に

つ
い
て
研
究
し
、
ま
た
屋
久
島

教
会
建
設
に
尽
力
し
た
ザ
ベ
リ

オ
宣
教
会
の
レ
ン
ゾ
ウ
・
コ
ン

タ
リ
ー
ニ
神
父
と
親
交
が
あ
っ

た
屋
久
島
町
小
島
在
住
の
作

家
・
古
居
智
子
さ
ん
（
「
密
航

︱
最
後
の
伴
天
連
シ
ド
ッ
チ
」

著
者
）
が
理
事
と
し
て
名
を
連

ね
、
こ
の
シ
ド
ッ
チ
資
料
館
建

設
を
申
し
入
れ
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
屋
久
島
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
で

は
、
「
教
会
敷
地
内
に
シ
ド
ッ

チ
神
父
記
念
館
並
び
に
付
帯
施

設
を
設
立
す
る
こ
と
で
、
シ
ド

ッ
チ
神
父
の
生
涯
と
と
も
に
屋

久
島
の
歴
史
文
化
を
広
く
発
信

し
、
魅
力
あ
る
訪
問
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
多
く
の
人
が
集
え
る
場

所
を
提
供
し
、
同
時
に
開
か
れ

た
教
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
促
進
す

る
こ
と
に
つ
な
げ
た
い
」
と
し

中
野
裕
明
司
教
は
、
11
月
６

日
（
土
）
午
前
、
責
任
役
員
会

を
開
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
申

し
入
れ
の
あ
っ
た
「
屋
久
島
教

会
敷
地
内
に
シ
ド
ッ
チ
資
料
館

を
建
設
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
そ
の
申
し
出
を
受

け
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

１
７
０
８
年
10
月
11
日
、
単

身
、
屋
久
島
恋
泊
（
現
屋
久
島

町
小
島
）
に
上
陸
し
た
ジ
ョ
バ

ン
ニ
・
バ
チ
ス
タ
・
シ
ド
ッ
チ

神
父
は
、
鎖
国
下
に
あ
っ
た
日

本
で
宣
教
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
た
。
し
か
し
す
ぐ
に
捕
ら

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

教
区
報
で
は
今
月
号
か

ら
子
ど
も
の
た
め
の
要
理

コ
ー
ナ
ー
「
こ
ど
も
の
ひ

ろ
ば
」
を
始
め
ま
す
。
こ

ど
も
た
ち
の
信
仰
教
育
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

（
４
面
参
照
）
広
報
部

て
い
る
。

同
法
人
の
計
画
で
は
、
記
念

館
と
併
設
の
カ
フ
ェ
、
そ
れ
に

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
２
棟
を
建
設
す

る
と
し
、
資
金
（
約
５
千
６
百

万
円
）
調
達
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使

っ
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
利
用
し
、
２
０
２
３
年
４

月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
と
し

て
い
る
。

訃
　
　
報

屋
久
島
教
会
に
シ
ド
ッ
チ
資
料
館
建
設
へ

教
区
責
任
役
員
会
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
申
請
に
許
可

歳
だ
っ
た
。
短
大
時
代
に
受
洗

し
幼
稚
園
に
勤
務
、
そ
の
後
、

同
会
に
入
会
、
海
外
宣
教
を
希

望
し
35
年
を
ブ
ラ
ジ
ル
で
宣
教

し
た
。

▼
リ
エ
ン
修
道
女

ポ
ル
テ
ィ
ユ
の
御
摂
理
修
道

女
会
の
マ
リ
ア
・
チ
ャ
レ
ス
・

リ
エ
ン
修
道
女
が
12
月
３
日

（
金
）
、
入
院
先
の
鹿
児
島
市

の
ホ
ス
ピ
ス
で
帰
天
し
た
。
63

歳
だ
っ
た
。
リ
エ
ン
修
道
女
は

郡
山
司
教
の
招
き
に
こ
た
え
、

同
修
道
女
会
初
の
日
本
宣
教
の

一
員
と
し
て
２
０
０
９
年
に
来

鹿
、
阿
久
根
修
道
院
を
拠
点
に

聖
園
老
人
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り

の
世
話
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
研
修

に
来
て
い
る
若
者
た
ち
の
母
親

代
わ
り
と
な
っ
た
。
そ
の
葬
儀

ミ
サ
は
12
月
４
日
（
土
）
ザ
ビ

エ
ル
教
会
で
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

去る12月12日（日）午後３時から教区
本部で、オンライン参加者を含めて7人
で開催された。霧島神父による短い講話
の後、自己紹介、これまでの教師の会で
の経験、教師の会に期待することなどを
分かち合った。今後はより幅広く参加者
を募りつつ、２か月に１度のペースで集
会をもち，講話と分かち合いを中心に継
続していくことなった。次回の集会は２
月13日（日）の予定。お問い合わせは
kago.cath.kyoushi@gmail.com（担当＝霧
島神父）まで。

鹿児島カトリック教師の会集会
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が
、
加
世
田
教
会
が
誇
り
に
で

き
る
こ
と
を
一
つ
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

妻
の
影
響
で
夫
が
受
洗
、
信

者
に
な
っ
た
方
が
数
多
く
い
ま

す
。
そ
の
夫
た
ち
が
神
父
様
と

と
も
に
加
世
田
教
会
の
柱
と
な

っ
て
、
し
っ
か
り
教
会
を
支
え

続
け
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
喜

び
を
感
じ
ま
す
。

あ
た
か
も
ヨ
セ
フ
様
が
幼
き

イ
エ
ズ
ス
様
や
マ
リ
ア
様
を
支

え
ら
れ
た
よ
う
に
…
で
す
。

【
加
世
田
教
会
　
園
山
美
代

子
】

る
非
正
規
公
務
員
　
 

④
非
正
規
公
務
員
の
８
割
が
女

性
、
年
収
２
０
０
万
円
以
下

は
５
割
超
　
 

⑤
全
国
市
町
村
で
働
く
公
務
員

の
３
分
の
１
が
非
正
規
、
鹿

児
島
県
は
６
割
の
市
町
村
が

非
正
規
率
４
割
超
え
 

そ
こ
か
ら
は
、
⑴
公
務
員
の

世
界
で
も
職
員
の
非
正
規
化
が

進
み
、
安
定
雇
用
と
い
う
雇
用

制
度
が
崩
壊
し
た
こ
と
、
⑵
少

数
の
富
裕
層
へ
の
富
の
集
中
、

⑶
少
数
の
富
裕
層
と
多
く
の
貧

困
層
と
い
う
形
の
社
会
階
層
の

二
極
化
、
⑷
そ
の
二
極
化
に
よ

り
貧
富
の
格
差
が
明
ら
か
に
な

り
、
豊
か
さ
の
共
有
が
形
骸
化

し
、
社
会
不
安
が
増
大
し
た
こ

と
等
で
、
幸
福
感
の
薄
い
元
気

の
な
い
日
本
社
会
の
実
態
が
見

え
て
き
ま
す
。
 

と
り
わ
け
、
②
の
「
生
徒
に

と
っ
て
同
じ
先
生
、
で
も
待
遇

に
大
き
な
格
差
」
と
い
う
見
出

し
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
わ
た
し
が
定
年
退
職
し
た

学
校
で
も
、
書
道
と
家
庭
科
の

教
員
が
２
人
と
も
非
正
規
で
あ

っ
た
か
ら
で
す
。
確
か
に
２
人

の
先
生
は
、
待
遇
面
で
わ
た
し

と
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
し

格
差
に
向
き
合
う
た
め
に

11
月
の
20
日
か
ら
24
日
に
か

け
て
南
日
本
新
聞
に
、
「
明
日

は
見
え
る
か
、
か
ご
し
ま
非
正

規
公
務
員
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
記
事
が
５
回
に
わ
た
っ
て
連

載
さ
れ
ま
し
た
。
 

５
つ
の
記
事
を
要
約
す
る

と
、
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
 

①
非
正
規
公
務
員
は
、
身
分
は

公
務
員
で
も
実
態
は
派
遣
社

員
と
同
じ
。
雇
い
止
め
さ

れ
、
パ
ー
ト
転
換
で
賃
金
が

下
が
る
。
 

②
生
徒
に
と
っ
て
同
じ
「
先

生
」
、
求
め
ら
れ
る
仕
事
も

同
じ
、
で
も
待
遇
に
大
き
な

格
差
。

③
財
政
難
で
減
少
続
け
る
正
規

職
員
、
そ
の
穴
埋
め
に
さ
れ

た
。
し
か
し
当
時
は
、
そ
の
こ

と
を
あ
ま
り
気
に
か
け
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
師

と
し
て
の
お
２
人
の
働
き
は
高

く
評
価
し
て
い
た
だ
け
に
、
お

２
人
の
立
場
の
弱
さ
を
思
い
や

る
優
し
さ
の
な
い
自
分
が
恥
ず

か
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の

無
慈
悲
さ
は
、
わ
た
し
と
お
２

人
の
間
柄
を
「
正
規
」
と
「
非

正
規
」
と
い
う
物
差
し
に
よ
っ

て
区
分
け
し
、
お
２
人
を
仲
間

外
れ
に
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

か
な
い
こ
と
か
ら
出
て
き
ま

す
。
「
隠
れ
た
特
権
意
識
」
と

い
っ
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
 

こ
れ
が
非
正
規
率
４
割
の
学

校
と
な
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
？

「
持
っ
て
い
る
人
は
与
え
ら
れ

て
、
い
よ
い
よ
豊
か
に
な
る

が
、
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
持

っ
て
い
る
も
の
ま
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
」
（
マ
タ
イ
福
音
書
13

章
12
節
）
で
は
な
い
で
す
が
、

非
正
規
教
員
と
正
規
教
員
と
の

待
遇
格
差
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
り
、
そ
の
結
果
非
正
規
教
員

た
ち
の
間
に
分
裂
と
い
が
み
合

い
が
生
じ
、
学
校
は
殺
伐
と
し

た
も
の
と
な
り
、
平
和
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
う
な
る
と
、
学

校
は
も
う
人
間
教
育
の
場
で
は

な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
べ

き
と
こ
ろ
と
は
と
て
も
い
え
な

い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
 

こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
、

身
の
回
り
で
進
行
し
て
い
る
格

差
に
対
し
て
無
関
心
で
い
る
こ

と
は
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
恥

南
さ
つ
ま
市
の
最
も
交
通
量

の
多
い
地
で
、
行
き
交
う
人
々

を
静
か
に
温
か
く
見
守
る
マ
リ

ア
像
の
佇
む
加
世
田
教
会
（
主

任
司
祭
・
ア
ン
ト
ニ
オ
鄭
法
鍾

神
父
）
。
２
０
０
６
年
に
宣
教

75
周
年
と
献
堂
50
周
年
の
記
念

行
事
を
盛
大
に
終
え
、
さ
ら
に

２
０
１
８
年
に
は
同
じ
敷
地
に

新
し
い
教
会
が
建
て
ら
れ
、
郡

山
司
教
様
を
迎
え
て
献
堂
記
念

ミ
サ
、
式
典
、
祝
賀
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
時
も
他
教
会
の
司

祭
方
、
シ
ス
タ
ー
方
、
信
徒
の

皆
様
方
、
ま
た
地
域
の
方
々
の

温
か
い
協
力
あ
っ
て
の
こ
と
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
加
世
田
教
会
は
、
少

子
高
齢
化
の
影
響
も
あ
っ
て
、

日
曜
日
の
ミ
サ
参
加
者
も
、
か

つ
て
40
〜
50
人
だ
っ
た
の
が
、

今
で
は
30
人
前
後
と
な
り
ま
し

た
。
幼
い
子
供
の
笑
い
声
も
、

泣
き
声
も
耳
に
す
る
こ
と
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
で
信
徒
一
同
、
「
希
望
、

前
進
」
を
目
標
に
信
徒
代
表
の

今
村
早
苗
さ
ん
を
中
心
に
毎

月
、
第
２
日
曜
日
の
ミ
サ
後

「
全
員
参
加
の
班
集
会
」
を
開

い
て
い
ま
す
。

班
集
会
は
「
み
こ
と
ば
の
分

か
ち
合
い
」
の
方
法
を
使
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
司

牧
評
議
会
、
第
４
日
曜
日
は

「
と
も
に
こ
の
道
を
」
と
諸
行

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
と
も
に
こ
の
道
を
」
で
は

枕
崎
教
会
の
長
野
宏
樹
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
会
を
進

め
て
い
ま
す
。
聖
書
朗
読
が
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
て
各
自
の
思

い
や
考
え
を
話
し
ま
す
。
他
の

人
の
思
い
や
考
え
を
知
る
こ

と
、
聞
く
こ
と
で
「
と
も
に
こ

の
道
を
」
へ
の
精
神
に
一
歩
で

も
近
づ
け
る
の
で
は
と
考
え
ま

す
。教

会
離
れ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
大
き
な
問
題
点
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
現
在
で
す

私�
�
�た

ち
の
信
仰
�
�
�
�

は
カ
ト
リ

ッ
ク
で
す
が
、
「
カ
」
の

字�

を
抜�

い
た
ら
“
ト
リ
ッ

ク
”
に
な
り
ま
す
！
 ト
リ

ッ
ク
と
は
い
た
ず
ら
、

冗
談

�
�
�
�
�

、
そ
し
て
（
相
手
�
�
�

を
騙�
�

す
た
め
の
悪�
�

い
）
た
く
ら
み

と
い
っ
た
意
味
�

�

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
信
仰
が
こ
の
よ

う
に
な
ら
な
い
た
め
に
必
要
�
�
�
�

な
「
カ
」
が
「
感
謝
�
�
�
�

す
る
」

の
「
か
」
と
「
考
�
�
�

え
る
」
の
「
か
」
で
す
。
こ
の
二
つ
が

心�
�
�

の
中�
�

に
一
杯
�
�
�
�

に

な
る
と
私
た
ち
の
心

は
自
然
�
�
�

と
神
様
�
�
�
�

の

「
か
」
に
向�

か
い
ま
す
。

英
語
�
�
�

で
考
�
�
�

え
る
と
ち
ょ
っ
と
面
白
�
�
�
�

い
で
す
よ
。
「
感
謝

す
る
」
は
“
thank

�
�
�

”
、
「
考
え
る
」
は
“
think

�
�
�
�

”
で
す

ね
。
こ
の
二
つ
の
中
心
に
は
「
a
�
�

」
と
「
i
�
�」

が
あ
り
ま

す
。
ロ
ー
マ
字
読�

み
を
す
れ
ば
ア
イ
で
す
。
つ
ま
り
心
の

中
心

�
�
�
�
�

に
「
愛�
�

」
を
置�

く
こ
と
が
私
た
ち
の
信
仰
な
の
で

す
。
 

で
は
な
ぜ
感
謝
す
る
こ
と
と
考
え
る
こ
と
が
大
切
�
�
�
�

な
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
自
分
が
愛
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
悟�
�

る
た
め
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
人�
�

は
誰�
�

か
を
真�
�

に
愛
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
愛
」
と
は
他�

の

人
を
絶
対
的

�
�
�
�
�
�

に
肯
定
�
�
�
�

す
る
こ
と
…
誰�
�

か
を
の
け
者�
�

に
す
る

の
で
は
な
く
、
こ
こ
に
い
て
も
い
い
ん
だ
よ
と
思�
�

え
る
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
自
分
�
�
�

を
絶
対
的

�
�
�
�
�
�

に
肯
定
�
�
�
�

す
る
こ
と

…
自
分
は
生�

き
て
い
て
も
い
い
ん
だ
と
思
え
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

神
様
に
と
っ
て
「
私
」
が
善�

い
も
の
で
あ
る
よ
う
に

「
他
の
人
」
も
同�
�

じ
よ
う
に
善
い
も
の
で
す
。
と
き
と
し

て
「
こ
ん
な
自
分
な
ん
て

…
」
と
思
え
る
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
私
た
ち
を
お
創�
�

り
に
な
っ
た
神
様

に
失
敗
�
�
�
�

は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
わ
た
し
の

目
に
は
、
あ
な
た
は
高
価
�
�
�

で
尊
�
�
�

い
。
わ

た
し
は
あ
な
た
を
愛
し
て
い
る
。
」
と

い
う
言
葉
�
�
�

を
い
つ
も
心
に
留�

め
、
神
様

に
感
謝
し
な
が
ら
、
神
様
か
ら
愛
さ
れ

て
い
る
人
と
し
て
自
分
は
ど
う
す
れ
ば

良�

い
の
か
を
い
つ
も
考
え
た
い
も
の
で

す
（
イ
ザ
ヤ
43
・
４
ab
）
。

Ｋ
Ｊ
Ｐ
（
鹿
児
島
正
義
と
平
和
協
議
会
）
通
信
１
月
号

私
た
ち
の
信
仰
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

要　　理

ず
べ
き
こ
と
の
よ
う
に
思
え
て

き
ま
す
。

「
何
よ
り
も
ま
ず
、
互
い
に

心
か
ら
愛
し
合
い
な
さ
い
。
愛

は
多
く
の
罪
を
覆
う
か
ら
で

す
。
」
と
い
う
ペ
テ
ロ
の
こ
と

ば
が
心
に
響
い
て
き
ま
す
。
 

「
ま
ず
は
互
い
に
赦
し
合
う

こ
と
。
全
て
は
そ
こ
か
ら
始
ま

る
。
」
と
受
け
取
れ
ま
す
。
 

「
罪
を
覆
う
」
の
意
味
は
、

「
罪
を
赦
す
」
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
の
真
意
は
「
罪
を
担

い
、
重
荷
を
取
り
除
く
」
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
十
字
架
の
愛

で
す
。
 

互
い
の
弱
さ
を
担
い
合
う
愛

が
格
差
の
溝
を
埋
め
る
力
で
あ

る
こ
と
は
確
か
で
す
。
（
正
平

協
会
員
　
上
坪
憲
治
）

▼
社
会
問
題
の
分
か
ち
合
い

（
毎
月
第
３
土
曜
日
）

日
　
時
：
１
月
15
日
（
土
）

13
時
〜
16
時

場
　
所
：
教
区
本
部

内
　
容
：
原
発
・
改
憲
・
沖
縄

問
題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

そ
の
他

聖
書
愛
読
運
動
『
新
約
聖

書
通
読
コ
ー
ス
」
完
走
者

川
端
千
鶴
子
修
道
女
（
イ

エ
ス
の
カ
リ
タ
ス
修
道
女
会

笠
利
修
道
院
）
、
山
頭
信
子

修
道
女
（
純
心
聖
母
会
川
内

修
道
院
）
、
山
城
　
充
さ
ん

（
枕
崎
教
会
）
、
重
久
知
司

助
祭
（
徳
之
島
地
区
）

※
12
月
20
日
現
在

加
世
田
教
会
と
支
え
る
人
た
ち

︱
充
実
の
班
集
会
を
実
施
︱

教会紹介


